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城里町立青山小学校（佐藤健一郎校長）では，５・
６年生の理科を専科で実施しています。担当するのは，
中学理科の免許をもつ教務主任の井川勝広教諭です。
井川教諭は，次のように取り組み，理科教育の充実を
図っています。

● 準備をきちんとする
「平成20年度小学校理科教育実態調査」（科学技術

振興機構理科教育支援センター）によれば，学級担任
として理科を教える教員の約７割が，「準備や片づけ
の時間が不足している」と答えています。例えば，実
験に最適な濃度の塩酸を準備する場合，薬品を調製した経験が乏しいと準備に時間がかかり
ます。この点，理科専門の教員ならば，短い時間で準備することができます。さらに専科で
あると，複数クラスの準備をまとめて行うなど効率的に進めることができます。井川教諭は，
「前もって準備がきちんとできるのは，専科の強みです。」と話していました。

● 理科教育のポイントをおさえた授業を行う
先の調査によれば，学級担任として理科を教える教員の約５割が理科の指導が「苦手」ま

たは「やや苦手」と感じ，約７割が理科の指導法についての知識・技能が「低い」または「や
や低い」と感じています。この点，理科専門の教員ならば，理科教育のポイントをおさえた

授業を自信を持って行うことができます。
井川教諭は，特に課題提示の工夫に力を入れています。

児童がくいつきやすい課題を用意し，興味関心を引き出し
ています。しかし，いくら興味関心を高めようと思っても
危険なことはできません。児童の興味関心を高めようと，
フラスコ内で水素を爆発させ，割れて飛び散ったガラス片
で児童がケガをしたという事例もあります。井川教諭は，
「理科専門の教員ならば，限度を知っているため危険なこ
とはしません。あくまで安全の範囲内で，児童の驚きを引
き出す方法を考えます。」と話していました。

● 本物を見せる
井川教諭は，先輩の先生から「物を見せないのは理科

ではない。物を見せて初めて勉強になる。」とよく聞か
されたそうです。その言葉を胸に刻み，いつも本物を見
せるように工夫しています。地層の学習では，学校の近
くの露頭を観察させるなど，学校周辺の豊かな自然環境
を生かした授業を心掛けています。

また，生活科で生き物とふれあうなど理科の内容につ
ながる学習があるときは，ＴＴとして積極的に授業を支
援しています。生活科で本物にふれる経験が３年生以降
の理科に大きく影響するからです。

例えば，アメリカザリガニを探しに行っても，最近の児童はアメリカザリガニを捕った経
験がほとんどないため，見つけることができません。井川教諭がアメリカザリガニを捕って
みせると，とたんに目を輝かせ，夢中になって取り組んだそうです。

授業以外の時間でも，天体観測や日食の観測など本物を見せる機会をつくっています。本
物を見ることで，理科への興味関心を高めることができます。観測会には保護者にも参加し
てもらいました。理科教育に対する保護者の理解も深まっています。



● 理科環境を整える
理科室は，児童にとって，行くのが楽しくなる部屋でなければな

りません。掲示物が何もなく，実験器具がどこにあるかもわからな
い，これでは児童が魅力を感じることはできません。

井川教諭は，実験器具の使い方など学習のポイントや学習のまと
めを示した掲示物を用意し，児童が参考にできるようにしています。
また，実験器具を機能的に整備し，戸棚に写真付きの説明書を貼る

など児童が使いやすいように工夫
しています。更に，薬品の管理や
器具の配置などに事故防止の配慮
を十分行っています。

学校周辺の環境を生かすだけで
なく，環境をつくることも大切です。井川教諭は，児童と
一緒にメダカ池をつくり，いつでもメダカを観察できるよ
うにしました。ウサギなど小動物を飼うことも積極的に進
めています。児童が，さわったり，つかんだり，おいかけ
たりするなど，遊びの中で学習することが理科への興味関
心につながるからです。

● 学習の定着を図る
学習の定着を図るには，生活の場である教室に理科のコーナー

を作ることが効果的です。理科専科の場合，担任に協力してもら
い積極的に理科コーナーを作らなければなりません。

井川教諭は，観察・実験の結果や学習のまとめを掲示物にして，
教室に掲示しています。日常目に付くところに掲示することによ
って，観察・実験したことを思い出す機会が増し，学習の定着が
図られるようになりました。

● 自由研究を奨励する
井川教諭は，児童全員に，夏休みに理科の自由研究に取り組み

模造紙１枚にまとめてくる，という課題を出しています。研究の
内容よりも，児童一人一人が自分の力でやってくることを大切に
しているため，やってくれば誰にも百点をあげることにしています。
二学期の始めには研究発表会を行って，互いに学び合えるようにしています。
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以上のような取組の結果，青山小学校の子どもたちは，理科が大好きになり，学力も向上

しています。今年度は，素朴な疑問を解決するために６年生全員で取り組んだ研究で「げん
でん科学技術振興大賞」を受賞することができました。

第13回げんでん科学技術振興事業・げんでん科学技術振興大賞
研究主題「シロツメクサの地下茎による繁殖力の不思議にせまる」

２学期になって，校庭にはびこったシロツメクサを除草しているとき，ある児童が，3～4

日前に除草したシロツメクサの地下茎の切れ端から新しい芽が出ていることに気がつきまし

た。不思議に思い，「条件がそろえば，種子の発芽と同じように，地下茎からも芽が出るの

ではないだろうか」との仮説を立て，６年生全員で研究することにしました。実験方法は，

児童の考えから，授業でやった種子の発芽の実験方法を応用することにしました。

研究の結果，「主根を中心に同心円状に地下茎が広がっていき，その地下茎から芽が伸び

葉や花がつく」「地下茎には新しい芽をつくる力がある」「地下茎の節の部分から芽が出る」

「地下茎が長い方が新しい芽をつくり出す可能性が高い」「地下茎を裏返しても，新しい芽

は上に，新しい根は下に伸びる」などがわかりました。

また，研究の結果から，シロツメクサは，家畜に葉などを食べられても，残された地下茎

で繁殖できるため，牧草として適していることもわかりました。・・・


